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瀬戸内海を美しく
~リフレッシュ瀬戸内~

六
月
二
十
一
日
、
環
境
緑
地
か
ら
沖
浦

の
海
水
浴
場
ま
で
の
海
岸

一
帯
で
、
ご
み

拾
い
や
清
掃
等
を
行
う
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

瀬
戸
内
(
海
浜
清
掃
)
」
が
実
施
さ
れ
、

町
内
の
中
学
・
高
校
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
約
七
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
県
を
は
じ
め
瀬
戸
内
海
沿

岸
の
十
一
府
県
で
作
る

「
瀬
戸
内

・
海
の

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
の
主
催

に
よ
る
事
業
で
、
今
年
で
五
回
目
。

主
会
場
の
環
境
緑
地
に
は
、
早
朝
か
ら

作
業
着
に
軍
手
姿
の
参
加
者
ら
が
集
合
。

上
田
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
配
布
さ
れ

た
ご
み
袋
を
手
に
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

一
斉
に
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
数
人

の
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
空
き
缶
や
木
く
ず
な

ど
を
拾
う
こ
と
約
一
時
間
半
余
り
で
海
岸

は
そ
の
美
し
さ
を
徐
々
に
取
り
戻
し
、
参

加
者
は
、
集
め
ら
れ
た
ご
み
袋
の
山
を
前

に
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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第 2固定例会一一一一一

ム

題聾
の 日 又

日月

三
月
の
第
一
固
定
例
議
会
に
お
い
て
、

地
下
水
調
査
の
着
手
と
懸
念
事
項
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。

ま
ず
、
地
下
水
調
査
に
つ
い
て
は
、

水
利
用
実
態
調
査
と
の
関
連
も
あ
り
、

現
在
井
戸
の
所
有
状
況
調
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
建
設
省
・
愛
媛
県
と

共
に
、
肱
川
沿
川
の
利
用
実
態
調
査
等

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夏
季
シ
ー
ズ
ン

か
ら
必
要
カ
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
向
け

た
調
査
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
懸
念
事
項
に
つ
い
て
、
私
は
従

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
と
な
っ
て
い
た
平
成
八
年
度
長
浜
町
一

般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
号
)
、
長
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
の
議
案
十
件
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
八
年
度
長
浜
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成
九
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
一

号
)
な
ど
の
議
案
八
件
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
及
び
青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況

に
関
す
る
報
告
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
十

件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
郵
政
三
事
業
の
経
営
形
態
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
一
件
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
審
議
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
上
田
町
長
に
よ
る
議
会
招
集
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
当
町
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
中
予
分
水

問
題
に
つ
い
て
、
行
政
サ
イ
ド
で
の
現
時
点
に
お
け
る
懸
念
事
項
八
項
目

が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
、
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ
た

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ダム問題の懸念事項を表明する上田町長

来
か
ら
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
分
水
問

題
は
、
懸
念
事
項
が
払
拭
さ
れ
な
い
限

り
反
対
で
あ
る
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム

調
査
対
策
特
別
委
員
会
の
中
で
、
町
民

の
代
表
で
あ
る
議
員
の
皆
さ
ん
と
協
議

を
重
ね
、
そ
の
総
意
と
し
て
懸
念
事
項

の
整
理
な
ど
の
協
議
検
討
を
行
い
た
く
、

特
別
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
再
三
再
四

お
願
い
申
し
上
げ
て
き
た
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
を
預
る
者
と

し
て
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
「
行
政
サ
イ
ド
で
現
時

点
に
お
け
る
懸
念
事
項
」
を
八
項
目
に

整
理
し
た
。

ま
ず
第
一
に
は
、
各
種
用
水
の
確
保

に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
町
で
は
、
上
水

道
・
工
業
用
水
道
を
は
じ
め
、
中
山
間

部
を
除
く
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
肱
川

沿
川
か
ら
取
水
し
て
お
り
、
そ
の
安
定

利
水
と
将
来
に
亘
る
新
規
水
需
要
の
確

保
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
地
下
水
低
下
に
つ
い
て

で
あ
り
、
現
在
取
水
し
て
い
る
井
戸
水

や
営
業
用
水
の
取
水
に
影
響
が
な
い
か

と
い
う
事
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
塩
水
の
遡
上
に
つ
い
て

で
あ
る
。
当
町
域
は
、
そ
の
遡
上
区
域

内
に
あ
り
、
既
設
水
源
へ
の
塩
水
混
入

ゃ
、
肱
川
か
ら
直
接
取
水
の
農
業
用
水

等
へ
の
影
響
が
な
い
か
と
い
う
事
で
あ

る。
第
四
に
は
、
河
口
堆
砂
に
つ
い
て
で

あ
り
、
流
水
の
減
少
、
流
速
・
流
量
の

平
準
化
等
に
よ
り
河
口
堆
砂
が
促
進
さ

れ
、
船
舶
の
安
全
航
行
へ
の
影
響
が
な

い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

第
五
に
、
河
川
環
境
に
つ
い
て
で
あ

る
。
ダ
ム
湖
の
富
栄
養
化
、
水
温
低
下
、

濁
水
、
取
水
地
点
下
流
域
の
流
量
の
低

下
等
に
よ
り
生
態
系
・
環
境
へ
の
影
響

が
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

第
六
に
は
、
漁
業
へ
の
影
響
で
あ
り
、

青
海
苔
な
ど
の
内
水
面
漁
業
や
海
面
漁

業
へ
の
影
響
が
な
い
か
と
い
う
事
で
あ

る。
第
七
に
は
、
渇
水
時
に
、
流
域
の
水

利
用
が
優
先
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

第
八
に
は
、
流
域
ダ
ム
の
管
理
運
用

と
洪
水
調
節
機
能
の
向
上
に
つ
い
て
で

あ
り
、
ダ
ム
の
一
元
管
理
、
鹿
野
川
ダ

ム
の
洪
水
調
整
容
量
の
見
直
し
、
潮
汐

に
配
慮
し
た
放
流
な
ど
、
現
状
で
は
管

理
運
用
や
洪
水
調
節
機
能
の
向
上
に
対

す
る
懸
念
が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
時
に
は
改
め

て
表
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
な
ど

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
専
決
〉

平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
一
億

三
百
八
十
五
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
六
億
三
千
七
十
五

万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
}
財
産
管
理
費
と
し
て
、
財

政
基
金
積
立
金
等
二
千
九
百
五
十
万
円

を
補
正
。

{
民
生
費
一
老
人
福
祉
費
と
し
て
、
老

人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
二
百
六

十
九
万
一
二
千
円
を
補
正
。

沖
浦
公
民
館

改
築
工
事
費
な
ど

九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
九
年
度
一
般
会
計
予
算
に
五
億

二
千
百
七
十
一
万
五
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
五
十
五
億
五
千
八
百
十
一

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
農
林
水
産
業
費
}
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
農
道
石
内
平
見
線
新
設

工
事
ほ
か
五
カ
所
の
事
業
費
等
四
千
三

百
二
十
二
万
八
千
円
を
補
正
。

一
土
木
費
一
町
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
白
滝
柴
線
改
良
の
用
地
費
及
び
黒
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田
大
屋
線
舗
装
工
事
費
等
一
億
二
千
六

百
六
十
万
円
を
補
正
。

一
教
青
費
}
公
民
館
改
築
費
と
し
て
、

沖
浦
公
民
館
改
築
工
事
費
等
一
億
五
千

四
百
五
万
六
千
円
を
補
正
。

郵
政
コ
一
事
業
の
経
営
形
態
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

最
近
、
行
財
政
改
革
論
議
の
中
で

郵
政
事
業
民
営
化
の
動
き
が
あ
る
が

こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
と
、
採
算
重
視
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
料
金
値
上
げ
が

懸
念
さ
れ
る
他
、
郵
貯
・
簡
保
資
金
の

財
政
投
融
資
を
通
し
た
公
的
資
金
と
し

て
の
活
用
の
困
難
化
や
、
過
疎
地
郵
便

局
の
廃
止
に
よ
る
過
疎
化
の
進
展
等
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
固
に
お
い
て
は
、

現
行
の
国
営
・
非
営
利
の
経
営
形
態
を

堅
持
し
、
郵
政
事
業
の
民
営
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
わ
な
い
よ
う
強
く
要

望
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
電
力
が
設
量
す
る

伊
方
原
発
の
管
理
運
曽

と
能
力
に
つ
い
て

一一一--一般質問

私
自
身
出
向
き

善
処
を
求
め
た
い

質
問
:
・
六
月
五
日
に
、
伊
方
原
発
三

号
機
で
放
射
能
漏
洩
事
故
が
起
こ
っ
た
。

昨
年
一
月
の
事
故
に
続
き
作
業
員
の
人

為
ミ
ス
と
一
言
、
つ
こ
と
だ
が
、
こ
の
こ
と

は
、
四
国
電
力
に
作
業
員
に
対
し
て
の

宮

英

議
員

管
理
能
力
が
な
い
た
め
、
こ
う
い
う
事

故
が
何
度
も
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
町
と
し
て
も
十
分
慎
重
に
考

え
、
町
長
自
ら
四
国
電
力
に
対
し
て
強

く
注
意
を
促
す
文
書
を
手
渡
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。答

弁
(
町
長
)
:
・
県
の
原
子
力
防
災

計
画
で
は
、
自
然
界
の
百
倍
以
上
の
放

射
線
が
漏
洩
し
た
時
に
は
、
災
害
対
策

本
部
か
ら
通
報
が
あ
り
、
長
浜
町
地
域

防
災
計
画
及
び
原
子
力
発
電
所
等
防
災

対
策
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
広
報
車
や

地
域
の
活
性
化

対
策
に
つ
い
て

長
浜
町
清
隣
国
の

組
織
等
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
可
能
な

も
の
か
ら
取
り
組
み
た
い

質
問
・
・
・
赤
橋
の
周
辺
開
発
と
し
て
展

望
所
設
置
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。 出海地区から伊方原発を望む

有
線
放
送
等
で
迅
速
、
的
確
に
町
民
に

指
示
、
伝
達
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
種
の
事
故
は
、
他
の
災
害
と
違

い
、
防
災
体
制
よ
り
も
ま
ず
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
一
番
肝
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
先
日
の
事
故
原

因
の
報
告
説
明
に
来
町
の
折
り
に
も
、

当
町
住
民
の
安
全
に
直
接
係
わ
る
も
の

だ
け
に
、
改
善
対
策
を
講
じ
作
業
管
理

や
施
設
管
理
を
徹
底
し
、
万
全
を
期
す

よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
今
後
に
お
い
て
も
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

私
自
身
が
伊
方
原
発
へ
出
向
き
、
万
全

の
体
制
で
臨
む
よ
う
要
望
書
を
提
出
し

善
処
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日

高

照

友

議

員

ま
た
、
商
居
街
の
活
性
化
事
業
と
し
て
、

空
き
家
対
策
や
統
一
包
装
紙
等
、
総
合

的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
、
我
々
の
組
織
の
中
で
は
、

赤
橋
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し

て
の
保
健
セ
ン
タ
ー
、
緑
地
公
園
、
商

庖
街
を
一
体
化
し
た
開
発
や
、
国
道
沿

今後赤橋と商庖街との連携が期待される

い
へ
の
「
道
の
駅
」
の
誘
致
、
地
域
の

特
異
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
橋
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
は
全
国
的
に
反
響
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
は
、
案
内
所
設
置
や

動
く
橋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ε

つ
く
り
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
商
工
業
に
つ
い

て
は
、
魅
力
あ
る
商
庖
街
づ
く
り
の
た

め
の
経
営
改
善
や
地
域
振
興
事
業
に
対

し
、
商
工
会
を
通
じ
て
支
援
す
る
考
え

で
あ
る
。
橋
と
商
庖
街
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
相
当
な
経
費
が
必
要
で
あ
り
、

商
庖
衝
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
熱
意
な
し

で
は
実
施
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
今

後
、
行
政
と
商
工
会
に
お
い
て
十
分
調

査
研
究
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

次
に
、
地
域
の
特
異
性
を
活
か
し
た
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町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
町
づ

く
り
基
本
計
画
に
お
い
て
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
数
年
後
、
国
道
三
七
八
号
等
の

整
備
が
完
了
時
に
当
町
が
単
な
る
通
過

点
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
地
域
振
興

施
設
を
兼
ね
備
え
た
「
道
の
駅
」
を
今

後
の
課
題
と
し
て
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
平
で
適
正
な
処
分
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

質
問
・
・
・
昨
年
の
消
防
団
夏
季
訓
練
を

大
和
分
団
が
集
団
で
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た

件
に
つ
い
て
、
町
長
の
消
防
団
長
任
命

に
つ
い
て
の
対
応
が
遅
か
っ
た
こ
と
が

原
因
と
聞
い
て
い
る
が
、
訓
練
に
参
加

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
長
浜
町
消
防
団

員
の
定
員
・
任
免
・
給
与
・
服
務
等
に

関
す
る
条
例
に
触
れ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
時
、
訓
練
に
出
る
よ
う
に
幹

部
団
員
は
指
示
し
た
の
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
も
、
幹
部
団
員
の
責
任
問
題
が
出
で

く
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
こ
の
様

な
関
係
者
に
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で

厳
し
い
処
置
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
=
卒
予
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
消
防
団
は
、
町
民

の
生
命
、
財
産
を
火
災
か
ら
保
護
す
る

等
の
重
要
な
任
務
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
訓
練
、
礼
式
は
不
可
欠
で
あ
る
。
理

由
が
ど
ん
な
形
で
存
在
し
よ
う
と
も
、

夏
季
訓
練
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う

こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
団
員
の
違
反
等
に
対

し
て
は
、
団
長
が
条
例
に
則
っ
て
対
処

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
事
態

は
公
平
で
適
正
な
処
分
が
な
さ
れ
る
べ

肱
川
河
川
改
修
に
つ
い
て

長
浜
中
村
線
故
由
民
に
つ
い
て

人
口
減
少
の歯

止
め
に
つ
い
て

河
川
改
修
等
の
具
体
化
に

併
せ
検
討
し
て
い
き
た
い

質
問
・
・
・
肱
川
河
川
改
修
が
色
々
な
課

題
を
残
し
な
が
ら
も
進
ん
で
い
る
。
激

特
事
業
に
入
っ
て
い
な
い
下
流
の
沖
浦
・

小
浦
地
区
で
は
、
川
の
そ
ば
に
新
た
な

民
家
が
建
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
町

は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
赤
橋
や
多
額
の

お
金
を
か
け
て
造
っ
た
小
浦
リ
バ

l
サ

イ
ド
、
沖
浦
公
固
な
ど
は
、
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
国
・
県
の
事
業
に

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

二
度
と
こ
の
様
な
こ
と
が
起
き
ぬ
よ
う

一
致
団
結
し
充
実
し
た
団
活
動
の
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
本

部
長
に
命
じ
真
実
を
調
査
さ
せ
、
そ
の

如
何
に
よ
っ
て
は
そ
れ
な
り
の
処
置
を

講
じ
ね
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

岡

志

議

員

対
し
て
は
で
き
る
だ
け
の
協
力
は
す
る

と
い
う
姿
勢
で
あ
り
、
こ
ち
ら
か
ら
の

指
示
は
で
き
な
い
。
河
川
改
修
に
つ
い

て
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
簡

単
に
い
く
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
仁
久
地
区
上
流
部
の
県
道
と
の
合

併
施
工
部
分
に
つ
い
て
は
、
地
元
へ
の

計
画
説
明
を
終
了
し
、
補
償
交
渉
の
準

備
を
行
っ
て
お
り
、
下
流
部
の
元
中
予

電
器
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
区

間
に
つ
い
て
は
、
河
川
内
に
築
堤
が
な

さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

小
浦
・
沖
浦
・
河
口
右
岸
部
の
長
浜

地
区
に
つ
い
て
は
、
激
特
事
業
が
採
択

さ
れ
優
先
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
関
係

孝

上
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
化
し
た
計
画

は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
開

閉
橋
・
小
浦
リ
パ

l
サ
イ
ド
公
園
・
沖

浦
公
園
に
つ
い
て
は
、
河
川
改
修
計
画

並
び
に
県
道
改
良
計
画
の
具
体
化
に
併

せ
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。行
政
連
絡
会
議
等
で

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い

質
問
・
・
・
主
要
地
方
道
長
浜
中
村
線
に

つ
い
て
、
取
り
付
け
と
な
る
清
水
沖
浦

聞
は
、
幅
員
が
狭
く
見
通
し
が
悪
い
上
、

通
勤
通
学
路
と
重
な
り
危
険
な
状
況
で

あ
る
。
一
日
も
早
い
改
良
が
必
要
と
思

う
が
、
河
川
改
修
と
の
絡
み
も
あ
り
、

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
路
線
に
つ
い

て
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
上
、

非
常
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
と
考
え
て

げ
る
。
こ
の
区
間
は
、
山
が
川
に
迫
っ

て
お
り
地
形
的
に
色
々
と
制
約
は
あ
る

が
、
道
路
行
政
の
重
要
な
課
題
だ
と
考

え
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
速
く
県
に
ル
ー

ト
決
定
等
を
示
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て

お
り
、
今
後
、
行
政
連
絡
会
議
等
で
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い

幅員が狭く見通しが悪い清水沖浦聞

質
問
・
:
長
浜
町
の
人
口
も
合
併
以
来

減
少
を
続
け
て
い
る
。
今
ま
で
に
工
業

団
地
の
造
成
で
企
業
進
出
を
図
り
、
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た

が
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
町
は
そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
き
た
の
か
。
人
口
流
出
の
歯

止
め
に
は
宅
地
造
成
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講

じ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
本
町
の
人
口
は
、

こ
の
四
十
年
間
に
約
一
万
人
減
少
し
て

い
る
が
、
こ
の
閉
そ
の
過
疎
化
へ
の
歯

止
め
と
し
て
第
一
次
・
第
二
次
開
発
事

業
を
行
い
、
第
三
次
で
は
港
湾
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
全
国
的
な
町
づ
く
り
の

気
運
が
進
展
す
る
中
、
小
浦
リ
パ

l
サ

イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
や
肱
川
あ
ら
し

展
望
公
園
、
滝
め
ぐ
り
自
然
遊
歩
道
の
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整
備
や
ふ
れ
あ
い
会
館
の
建
設
、
交
通

網
の
整
備
、
教
育
施
設
の
整
備
監
守
の
ハ
ー

ド
面
で
の
諸
施
策
を
講
じ
、
ソ
フ
ト
面

で
は
、
「
町

ε

つ
く
り
」
「
里
づ
く
り
」
「
心

づ
く
り
」
を
核
と
し
て
、
里
づ
く
り
事

業
、
青
年
海
外
派
遣
事
業
、
嵐
太
鼓
創

設
等
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
お
け

る
町
づ
く
り
へ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

次
に
、
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
本

県
道
大
淵
長
決
糠
道
蕗

改
由
民
に
伴
う
住
宅
の
移
転

火
葬
場
の
改
革
聞
に
つ
い
て

県
道
改
良
と
併
せ
た

交
差
点
の
改
良
を

一一一一一敵質問

質
問
:
・
県
道
大
洲
長
浜
線
の
道
路
改

良
工
事
に
伴
、
っ
宅
地
の
移
転
に
つ
い
て

だ
が
、
こ
こ
の
宅
地
の
調
査
は
い
つ
頃

す
る
の
か
。
移
転
先
に
つ
い
て
、
満
野

商
屈
の
前
辺
り
か
ら
農
協
前
辺
り
を
宅

地
と
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
。
ま
た
、

岸
本
石
油
庖
前
三
叉
路
の
道
路
改
良
工

事
に
つ
い
て
は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

町
の
活
性
化
基
盤
と
し
て
極
め
て
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
地
の

少
な
い
当
町
で
は
適
地
は
必
然
的
に
限

定
さ
れ
る
が
、
地
区
か
ら
の
要
望
、
民

間
活
力
の
導
入
を
念
頭
に
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
施
策
に
つ
い

て
は
、
港
湾
整
備
、
交
通
網
整
備
、
老

人
保
健
福
祉
の
充
実
等
の
諸
事
業
を
継

続
的
に
実
施
推
進
し
、
「
海
と
川
と
緑

の
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東

成

議
員

今
の
満
野
商
庖
前
埋
立
分
を
一
車
線
く

ら
い
利
用
し
、
四
車
線
に
し
て
は
ど
う

か
と
思
う
が
、
警
女
ケ
峠
ト
ン
ネ
ル
完

成
も
含
め
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

、カ

答
弁
(
町
長
)
i
こ
れ
も
県
の
事
業

で
あ
る
が
、
現
在
三
業
者
に
委
託
し
て

公
園
の
訂
正
を
行
っ
て
お
り
、
間
も
な

く
成
果
が
で
き
あ
が
る
で
あ
ろ
う
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
公
図
訂
正
に
基
づ
き

用
地
の
丈
量
測
量
等
が
進
め
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
改
良
区
聞
が
長
い
た
め
、

い
く
つ
か
の
工
区
に
分
け
て
進
め
る
の

が
肝
要
か
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
、
工

区
設
定
と
併
せ
早
期
に
測
量
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
の
整
藍
克
に
つ
い
て
は
、

議
員
さ
ん
と
同
感
で
あ
る
が
、
こ
の
用

地
は
港
湾
施
設
と
し
て
造
成
さ
れ
た
も

の
で
原
則
的
に
目
的
外
に
使
用
で
き
な

い
た
め
、
今
後
、
行
政
連
絡
会
で
色
々

と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

町
と
し
て
も
代
替
地
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
空
き
地
の
確
保
等
、
最
善

の
努
力
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

次
に
、
岸
本
石
油
庖
前
三
叉
路
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
現
在
大
洲
長
浜
線
の

改
良
条
件
の
環
境
整
備
を
急
い
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
道
改
良
と
併
せ
た

交
差
点
の
改
良
を
県
の
方
へ
引
き
続
き

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

環
境
美
化

備
品
整
備
に
努
め
た
い

質
問
・
:
火
葬
場
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

周
辺
を
公
園
化
し
美
し
く
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
煙
突
の
な
い
近
代
的
な
火

葬
場
や
待
合
室
、
火
葬
場
前
へ
の
葬
儀

場
の
建
設
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
i火
葬
場
に
つ
い
て

は
、
日
頃
よ
り
清
潔
の
保
持
と
環
境
の

美
化
に
努
め
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

総
合
的
廃
棄
物
処
理
計
画
の
一
環
と
し

山
由
一
拘
壊
、
タ
ム
建
設

並
び
に
中
予
分
水
に
つ
い
て

町
、
つ
〈
り
対
策
に
つ
い
て

学
校
給
金
に
つ
い
て

基
本
姿
勢
に

変
化
は
な
い

質
問
。
:
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
並
び
に
中

予
分
水
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ

の
経
過
と
現
状
は
ど
う
な
っ
て
お
り
、

意
見
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
ど
う

対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
行
政
職

員
で
構
成
し
て
い
る
水
対
策
企
画
班
で

は
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い 長浜町火葬場

て
総
合
的
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
葬
儀
場
併
設
の
煙

突
の
な
い
近
代
的
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
補
助
金
が
全
く
な
い
た
め
慎

重
な
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
火
葬
時
聞
が
長
く
か
か
る
た
め

待
合
室
を
利
用
さ
れ
る
方
が
少
な
い
こ

と
も
あ
る
が
、
簡
便
な
待
合
室
は
設
置

し
て
あ
る
の
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
も
、
什
器
等
の
整
備
や
、
清

潔
の
保
持
、
環
境
美
化
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

東

信

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
経
過
と
現
状
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
先
般
六
月
十
目
、
建

設
省
・
愛
媛
県
も
同
席
の
上
、
中
予
地

区
三
市
五
町
か
ら
肱
川
流
域
市
町
村
に

対
し
て
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
係
る
中

予
分
水
事
業
に
関
す
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会
長

の
田
中
松
山
市
長
の
分
水
協
力
要
請
に

対
し
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
協
議
会
の
桝

田
大
洲
市
長
は
、
「
流
域
住
民
の
不
安

利

議
員
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一船質問一一一一

が
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
分
水
問
題
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
は
困
難
で
は
な
い
か
」

と
、
流
域
を
代
表
し
て
あ
い
さ
っ
さ
れ

て
い
る
。

六
月
二
十
三
日
に
は
、
自
民
党
県
連

水
資
源
対
策
特
別
委
日
貝
会
の
皆
さ
ん
が
、

ダ
ム
建
設
・
分
水
に
つ
い
て
の
協
力
要

請
で
来
町
さ
れ
た
が
、
私
は
、
当
町
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
避
け
て
通
る
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
も
こ
の
こ
と
を
真
撃
に
受
け
止

め
考
え
て
い
る
旨
を
申
し
上
げ
た
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、
流
域
的
な
不

安
解
消
と
長
浜
町
民
と
し
て
の
懸
念
事

項
が
払
拭
さ
れ
な
い
限
り
、
協
議
の
場

守
つ
く
り
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
皆

さ
ん
の
意
見
が
収
敬
さ
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
そ
の
禍
根
を
二
十
一
世
紀
へ
持

ち
越
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

危
倶
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
の
基
本
姿

勢
は
何
ら
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

付
け
加
え
る
な
ら
、
や
は
り
ダ
ム
建
設
・

分
水
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
そ
の
中

で
の
議
論
が
肝
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

次
に
、
意
見
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
再
=
一
お
答
え
し
て
い
る
と
お
り

で
あ
り
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

長
浜
町
水
対
策
企
画
班
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
長
浜
町
の
水
利
用
の
検
討
、
懸

念
事
項
に
関
す
る
こ
と
等
、
い
ろ
い
ろ

と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
修
を
さ
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

諸
事
業
の
実
行
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

質
問
:
・
長
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
方
、
実
践
状

況
を
含
め
基
本
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
総
合
福
祉
対
策
の
進

行
状
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
さ

ら
に
、
観
光
開
発
・
町
の
活
性
化
の
意

味
か
ら
も
、
宿
泊
可
能
な
健
康
保
養
施

設
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ

の
構
想
は
あ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
町
づ
く
り
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
は
、
「
長
浜
町
振
興
計

画
基
本
構
想
」
「
長
浜
町
総
合
整
備
基

本
計
画
」
に
併
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

全
町
民
の
白
、
王
的
・
積
極
的
な
参
加
を

通
し
、
白
発
的
・
創
造
的
、
連
帯
的
な 6月23日にあったダム建設・分水協力要請

町
守
つ
く
り
の
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を

定
義
づ
け
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
港
湾
整
備
を
は
じ
め
、

交
通
網
、
産
業
経
済
の
振
興
施
設
、
社

会
福
祉
施
設
、
教
育
施
設
等
の
整
備
な

ど
、
諸
般
事
業
の
実
行
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
合
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
長

浜
町
総
合
福
祉
施
設
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
、
総
合
施
設
整
備
を
図
る
べ
く
事

務
を
進
め
て
い
る
。
白
山
園
の
移
転
改

築
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
に
県
と
事

前
協
議
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
町
で
用
地
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
土
地
開

発
公
社
へ
の
用
地
取
得
事
務
委
託
、
平

成
十
年
度
に
本
申
請
、
十
一
年
度
建
設

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
設

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
高
齢
者
福
祉
施

設
は
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
施
設
と
の

併
設
の
方
が
施
設
の
有
効
利
用
の
面
や

経
済
的
に
も
、
メ
リ
ッ
ト
は
高
い
と
判

断
し
て
い
る
。

宿
泊
が
で
き
る
健
康
保
養
施
設
の
構

想
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
立
て
て
い
な

い
。
し
か
し
、
長
浜
町
総
合
整
備
基
本

計
画
の
中
で
、
戒
川
地
区
に
自
然
と
親

し
み
な
が
ら
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
村
」
づ
く
り
の

構
想
を
持
っ
て
お
り
、
実
施
計
画
の
段

階
で
は
、
多
く
の
方
の
意
見
を
お
聞
き

し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
沖
地

闘
難
で
あ
る

質
問
・
:
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
実
施
に
つ
い
て
の
大
変
強
い
要
望

が
あ
る
。
早
急
に
検
討
し
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
i
現
時
点
に
お
い

て
は
、
学
校
給
食
の
実
施
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

P
T
A
等
の
要
望
も
あ
り
、
今
後
と
も

実
施
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

一
総
務
課
}
武
田
笑
佳
(
経
済
課
)

一
企
画
調
整
課
]
〈
特
定
事
業
対
策
室
〉

田
中
宏
幸
(
用
地
対
策
室
)
菊
地
洋
一

(
建
設
課
)
浪
本
忠
則
(
用
地
対
策
室
)

石
本
卓
志
(
用
地
対
策
室
)

一
税
務
課
一
石
住
武
俊
(
住
民
課
)
高

橋
直
人
(
企
画
調
整
課
)

{
住
民
課
]
叶
本
正
(
社
会
教
育
課
)

一
生
活
環
境
課
一
西
田
孝
(
経
済
課
)

一
経
済
課
一
笹
本
栄
一
(
税
務
課
)

一
建
設
課
]
渡
辺
慎
二
(
税
務
課
)

r"一一一一一一一一一一一-""""""'"'"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_.._--一一一一一"!環{
〆?万弓市/~ー--.......、 t i境宇土

!「本Jそ官官み 川見 i1
l m 日水の日 訓持哉ち li
i 8月1'""7日水の週間 同耐出比斗んイ j 

生
活
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地区 氏 名 地区 氏 名 地区 氏 名

長浜 美野石吉 櫛生 金子正徳 役場 山本勝延

イ〉 山口 ↑専 出j毎 山口喜生 ク 上満治 雄

今坊 谷上 貢 // 奥田 ミエ // 田中宏 幸

出海 膝井嘉友 大手口 尾上礼子 イン 洲尾計 邦

長浜 一色壮一 // 大野泰俊 // 笹本栄一

// 川口隆善 豊茂 佐々木津子 今 石住武 俊

// 平田豊子 今 兼両ツヤ子 // 山下一仁

青島 同理三郎 白滝 熊野 強 ろp 佐々木晋一

イシ 立脇宇之助 イシ 小亀正義 // 西田 孝

黒田 西岡正則 戒川 二宮福見 イシ 丸山寄一

イシ 井上邦敏 // 二宮増男 イ〉 和田正義

沖j甫 ー呂 等 柴 高野チヨミ ぇ， 叶本 正

'" 清水 功 // 泊 近志 // 上川慶信

今坊 久保茂子 櫛生 石内義盛 イ〉 政所友 邦

イシ 伊藤ヨシ子 イシ 矢野 克

長
浜
町
同
和
教
育
講
師
団
。

推
進
員
決
ま
る

平
成
九
j
十
年
度
の
二
カ
年
に
わ
た

り
、
長
浜
町
の
同
和
教
育
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
中
核
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
講
師
団
と
推
進
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
方
た
ち
は
、
各
公
民
館
か
ら
一
一

名
ず
つ
の
推
薦
に
よ
り
就
任
さ
れ
た
も

の
で
、
職
務
は
、
人
権
意
識
啓
発
活
動

や
人
権
に
関
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
た
り
、
研
修
会
の
世
話
を
お

願
い
し
た
り
と
幅
広
く
活
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
就
任
さ
れ
た
方
は
次
の

と

お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

平成 9~10年度

一一一人権作文ほか

同和教育講師団・推進員名簿

固
昼
休
み
、
わ
た
し
と

A
ち
ゃ
ん

一
と
一
二
人
く
ら
い
で
一
り
ん
車
に
乗
っ

一
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
当
て
や
い

こ
を
し
た
り
、
風
車
や
八
の
字
の

一
練
習
を
し
た
り
し
て
い
た
ら
、
二

一
年
生
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
は
じ

一
め
の
う
ち
は
、
風
車
の
や
り
方
を

一
教
え
て
あ
げ
た
り
し
て
な
か
よ
く

一
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

一
に
、
わ
た
し
と
二
年
の

B
ち
ゃ
ん

一
と
の
口
げ
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
い

一
ま
し
た
。

B
ち
ゃ
ん
が
、

園
「
い
っ
ぱ
い
も
ん
く
が
あ
る
。
」

一
と
言
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、

「
も
ん
く
が
あ
る
ん
な
ら
は
っ
き

一
り
一
言
っ
て
や
。
」

い
が
ら
ん
ぼ
う
に
な
る
時
が
あ
る
の
で
と
、
友
だ
ち
を
さ
そ
っ
て
し
か
え

そ
う
思
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
を
し
た
の
で
す
。
わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

A
ち
ゃ
ん
が
、
か
み
の
毛
そ
の
話
を
聞
い
て
は
ん
せ
い
し
ま

を
短
く
切
っ
て
き
た
時
「
男
み
た
い
な
し
た
。

C
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た
「
男

女
」
と
言
わ
れ
て
、
す
ご
く
気
に
し
て
み
た
い
な
女
」
と
い
う
一
言
葉
を

A

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ち
ゃ
ん
に
教
え
た
の
は
わ
た
し
で

A
ち

ゃ

ん

に

か

け

よ

っ

て

、

す

。

あ

の

時

、

す

ぐ

に

A
ち
ゃ
ん

「今、

C
ち
ゃ
ん
が

A
ち
ゃ
ん
は
男
み
に
伝
え
ず
に
、

C
ち
ゃ
ん
に
、

た
い
な
女
だ
っ
て
一
言
い
よ
っ
た
よ
。
」
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を
一
言
、
つ
ん
。

と
つ
げ
口
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
A
ち
ゃ

A
ち
ゃ
ん
は
、
そ
ん
な
に
言
わ
れ

|
「
|
|
|
」
ん
は
、
何
も
言
わ
な
る
の
一
番
気
に
し
と
る
ん
よ
。
」

一
)
一
か
っ
た
け
ど
た
ぶ
ん
と
言
っ
て
あ
げ
た
ら

C
ち
や
ん
だ
っ

一
盟
国

U
一
い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
て
は
ん
せ
い
し
た
と
思
い
ま
す
。

一
目
集
一
た
と
思
い
ま
す
。
だ
っ

C
ち
ゃ
ん
が
何
気
な
く
言
っ
た
言

一
主
計
十
て
、
わ
た
し
も
「
も
葉
を
、
わ
た
し
が

A
ち
ゃ
ん
に
何

一、
4
2
4
l

一

一
回
ぺ
権
一
ん
く
が
あ
る
」
と
言
気
な
く
話
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ

っ
日
」
L
一
わ
れ
た
時
、
い
や
な
の
一
言
葉
で

A
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
き

一

E
E
E
J
f
i

一

一
/
年
一
気
持
ち
に
な
っ
た
か
ず
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

C
ち
ゃ

一

ぽ

一

ら

で

す

。

ん

も

ま

た

、

悲

し

い

思

い

を

し

た

|
「
ー
ー
ー
し
し
ば
ら
く
し
て
、
の
で
す
。

C
ち
ゃ
ん
が

A
ち
ゃ
ん
た
ち
に
「
む
し
」
自
分
に
と
っ
て
は
何
気
な
い
一
言

さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
棄
で
も
、
相
手
に
と
っ
て
は
と
て

先
生
が

A
ち
ゃ
ん
や

C
ち
ゃ
ん
と
話
を
も
い
や
な
言
葉
で
、
き
ず
つ
い
て

し
て
、
な
か
な
お
り
で
き
ま
し
た
が
、
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
よ
く

そ
の
げ
ん
い
ん
は
、
わ
た
し
が
言
っ
た
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
と
に
あ
っ
た
の
で
す
o
Aち
ゃ
ん
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
よ
く
考
え
て
か

自
分
が
一
番
い
や
な
「
男
み
た
い
な
女
」
ら
話
す
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

と

言

わ

れ

て

く

や

し

か

っ

た

の

で

す

。

一

…

主

主

宰

dw

そ

れ

で

、

れ

刊

両

品

川

「
C
ち

ゃ

ん

と

は

、

も

う

口

を

聞

か

ん

グ

一

区

弘

と
こ
。
」

J
古
河
川

しとは「んがちとの「のでいのこしても思えではと「はと
い言男言 がゴゃ言じじこいつはとにい、いな、、小言、お
子 い み え、全んいややとたしいをだたはまいこ言さえ こ
だま た れ 岳はかねあ主 A ょや言けしらしのわ望 Lよれ つ

Zた広三 面何 E己 4tちに完わそ、がそかく話宅 2
。 女。 ピも て ち出や避でれんわ立 宇 て い 言 い

や A だ だ よ言し ゃしんん、るなたつでと言がい
っ ち も つ工いまんで 悪ま し
ぱゃんて とま い に 、騒騒輔皆糠櫨轡管警議離間欝轟麹轡犠謡番覇いし た

り ん己 、 平せま も 鱒離器購監護髄量護霊翠饗覇 5371
言は A のん し 言 殿癒櫛弾込掛軸換額欄議義援鱒験磯議鶴鞠

葉 、 ち じ でたえあわ ち
ちし。 オ工 I _~. _. . _ _ _ ~ Iるた や

かさ ん やた B ん I i何気なく言った言葉JIのし ん

目 ，_園冒宮両国圃_......"" ...園園・ e 層圏 E 園田・・回園田園田園田園盟国国園田町田師団園園田園冒・ M 園田園田回目園園田盲目 E 園周砲畑園園園園田百回圃.園田・固胃恒国国園園田園園周幽園酬園園園田羽園園園園園"回国回目園園田園田園置園
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職員配置図一一一

平成§年7月1日現在

課長

山本勝延
主幹兼課長補佐

大野勇
主幹兼謀長補佐

西岡敏博
課長補佐

三秋敦司

課長

叶本正
主幹莱課長補佐

中野健蔵
課長補佐

吉田直人

事務専門員兼係長

城戸茂利
事務専門口

都築住江
主事

武田直人
主事

菊地順子

(兼)係長

青田直人
事務専門員

大国尚子
主事

山木康賢

(

女

子

子

吉

厚

司

林

山

士

;

阪
小
一
時
一
的
特
束

事務専門員兼係長

山本多喜男
主査

熊木異弓
主査

谷上真悟
看護婦

一宮美穂

事務専門員兼所長

下田美澄
主席王任保母

吉岡とよ子
主席主任保母

j青 7k 郁 ~r
主席主任保母

白石王子
保母

山西千恵
保母

加納美紀
主席主任調理員

岡 崎美 智子

事務専門員茨所長

官岡民子
主席主任保母

矢野幸子
保母

岸本異粧美
保母

谷田 1r.織
保母

小川好恵

園長

矢野克
凶長補佐兼生活指導員

新国道夫
苧専門員兼

席主任栄妄士

大橋京子
玉席主位孟員長鱗

平田 由 美 千
主査

城戸広美
ヱ任寮母

松本和重
寮母

中嶋加代子
寮母

渡辺タミ子
寮母

中嶋和佐子
調理員

山本静栄
調理員

大野トミエ
調理員

和左田道江

夫

重

志

美

恵

貴

直

淳

朋

ル

手

直

理

一
昨
野
補
野
浦
埠
尾
上
補
下
河
川
地
田

判
明
大
時
中
世
一
二
副
山
平
井
措
束
持
山
一
日
菊
哨
池

勇

手[1彦

11日

(兼)係長

山本支康
主査

森内雄二郎
主事

浜上幸治
主事補

菊池裕司
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i兼)係長

菊 地 手[1 求
主席主任保健婦

一宮和子
主府主任保健梼

i原 問雅子
i::i'託保健婦

村田美智子
保健婦

久保宏呂子
主事

1三 谷鈴美

(繋)係長

岡旧好光
主任ご正事

兵頭利平
主任主事

渡辺慎三
主宰

菊地保博

利

久

郎

茂

悟

一

野
一
日
野
上

長

j
任

J
事

l

係
相
主
」
戸
主
L
十

一一一職員配置図
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ごみ問題一一一

耕
一
J
i

み
処
理
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

時
」
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
長

浜
町
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
当

た
っ
て
は
、
行
政
の
責
務
と
し
て
可
能

な
限
り
の
措
置
を
講
じ
て
、
環
境
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

総
略
戸
時
代
の
日
本
の
都
市
部
で
は
、

お
土
か
ま
ど
の
灰
ま
で
が
売
り
買
い
さ

れ
、
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と

ん
ど
が
、
一
年
j
数
年
の
サ
イ
ク
ル
で

再
生
さ
れ
る
植
物
や
木
竹
に
よ
っ
て
供

給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
、
ご
み
処
理
も
そ
れ
ほ
ど
問
題

に
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ご
み
自
体
の

排
出
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

州
一
判
方
、
現
代
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

時
)
給
の
ほ
と
ん
ど
を
化
石
燃
料
に
頼

り
、
様
々
な
化
学
物
質
を
製
造
し
、
石

油
製
品
を
動
力
と
す
る
交
通
機
関
を
利

用
し
て
、
生
活
の
す
べ
て
が
飛
躍
的
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
裏

面
で
は
、
地
球
環

境
の
許
有
量
を
超

え
る
負
荷
が
、
公

害
を
引
き
起
こ
し

環
境
問
題
が
発
生

し
ま
し
た
。
有
機

水
銀
に
よ
る
水
俣

病
や
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
に
よ
る
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
、
廃
家

電
製
品
に
含
ま
れ

て
い
る

P
C
B
、

冷
蔵
庫
や
ク
ー
ラ
ー

に
究
填
さ
れ
て
い

る
ウ
ロ
ン
ガ
ス
、

工
業
分
野
で
使
用

さ
れ
る
様
々
な
有

機
溶
剤
、
同
動
車

排
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
二
酸
化
炭
素
:

海岸線に不法投棄された家具類

等
々
、
多
様
な
物
質
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
地
球
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
始
め
て
い
ま
す
。

黒
川
一
冊
み
処
理
と
環
境
問
題
は
、
深
く
関

川
」
連
し
て
い
ま
す
。
香
川
県
豊
島
で

起
き
た
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
l
ダ
ス
ト
な
ど

五
O
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
不
法
投
棄
は
、

土
壌
や
近
隣
の
地
下
水
を
重
金
属
類
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
で
汚
染
し
、
そ
れ
は
瀬

戸
内
海
に
ま
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
、
住
民
の
健
康
に
影
響
が
出
な

い
程
度
に
修
復
す
る
た
め
に
は
、
百
j

二
百
億
円
の
費
用
と
、
十
年
以
上
の
期

間
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
c

処

理
心
刀
法
を
誤
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
深
刻

な
環
境
問
題
に
発
展
し
、
公
害
の
発
生

を
招
き
ま
す
。
九
五
年
の
警
視
庁
調
査

で
は
、
廃
棄
物
処
理
法
違
反
で
一
、
九

六
五
件
の
検
挙
件
数
が
あ
り
、
不
法
投

棄
量
は
一
三

O
万
ト
ン
以
上
に
も
達
し

て
い
ま
す
。

きれいな環境を守るのは私たちの責任です

…
山
岳
山
浜
町
で
も
、
近
年
に
な
っ
て
不
法

主
主
投
棄
の
件
数
が
目
立
ち
始
め
て
い

ま
す
。
自
動
車
・
農
機
具
・
建
築
廃
材

な
ど
が
多
く
、
場
所
的
に
は
山
間
部
の

谷
間
、
海
岸
部
の
崖
下
、
交
通
是
の
少

な
い
道
路
端
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
発
見
し
た
り
、
地
区

住
民
か
ら
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
で

き
る
限
り
不
法
投
棄
者
を
特
定
し
、
現

状
回
復
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

投
棄
者
が
判
明
し
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
行
政
の
費
用
で
現
状
回
復
に
努
め

て
い
ま
す
。

る
場
合
に
、
処
理
費
用

を
取
ら
れ
る
か
ら
と
か
、
自
分
の

土
地
だ
か
ら
と
か
い
つ
な
理
由
で
不
正

に
処
分
す
れ
ば
、
量
の
多
少
に
関
わ
ら

ず
深
刻
な
環
境
被
害
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
ご
み
を
処
珂
す
る

た
め
に
は
、
応
分
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
を
深
く
認
識
し
、
環
境
破
壊
や
公
害

を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
適
正
処
理

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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投
冨

区 性~Ij当面有権者数投票者数 技嘉率%市

男 551 312 56.62 第 l投票区
女 646 363 56.19 

(長浜町体育館) 百十 1，197 675 56.39 

男 492 284 57.72 
第 2投票区

女 635 370 58.27 
(ふれあい会館)

言i 1，127 654 58.03 

男 19 1日 Ul.74 
第 3投票区

t: 40 8~ 自7.50
(青島コミセン)

言十 59 
1536 3 

80.83 

男 203 67.00 第 4投票区
女 235 185 78.72 

(しおきい館)
計 438 321 73.29 

男 136 81 59.56 
第 5投票区

女 157 93 59.21 
(晴海集会所)

言十 293 174 59.39 

男 268 181 67.54 
第6投票区

k 315 210 66.67 
(櫛生小学校体育館)

言十 583 67.07 

男 61 81.97 
第 7投票区

女 70 55 78.57 
(須沢公民館)

言十 131 105 80.15 

男 382 185 48.43 
第 8投票区

女 447 258 57.72 
(沖i甫コミセン)

言十 829 443 53.44 

男 255 177 69.41 
第 9投票区

ft 281 211 75.09 
f出海公民館)

言十 536 388 72.39 

男 546 :177 69.05 
第10投票区

fJ:. 615 434 70.57 
(大和公民館)

言十 1，161 811 69.85 

男 268 216 80.60 
第11投票区

女 304 247 81.25 
(豊茂公民館)

言十 572 463 80.94 

男 368 281 76.36 
第12投票区

i正 462 374 80.95 
(白滝公民館)

計 830 65G 78.92 

男 101 7リ 78.22 
第13投票区

女 88 71 80β8 
(戒)11小学校)

言t 189 150 79.37 

男 189 140 74.07 
第14投票区

女 195 134 68.72 
(柴公民館) 計 384 274 71.35 

男 3，839 2，517 65.56 

百十 ft 4，490 3，040 67.71 

ロト 日，329 5，557 (;(;.72 

果

一一一一賄罪補欠選挙結果

企土
剛口票才金

現
職
の
喜
多
郡
選
挙
区
選
出
愛
媛
県

官
会
議
員
同
出
己
{
一
旦
氏
の
苫
去
に
伴
い
、

愛
媛
県
議
会
議
員
喜
多
郡
選
挙
区
補
欠

選
挙
の
投
票
が
、
七
月
十
三
日
、
町
内

十
四
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
八
、
三
三
九
人
で
、

投
崇
者
数
は
五
、
五
五
七
人
、
投
票
半

は
六
六
・
七
二
%
で
し
た
。

ま
た
、
同
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
、

町
体
育
館
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
投
票
所
で
の
投
票
半
、
長
浜
町
開
票

区
で
の
候
補
者
別
伴
票
数
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

当日有権者数 8，329 人

投 吉フ7右て 率 66.72 % 

有 を}J E友IてZ 5 ， 4 3 6 

上出てるくに 421 

岡 田 志 朗 3 ， 686 

山下ひろし 1 . 3 2 9 
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お知らせ一一一一一

長
浜
金
昔
写
真
展

{
蕗
業
編
)

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
昨
年
の
町
並

み
編
に
航
、
辛
口
、
今
昔
写
真
展
(
産
業
繍
)

を
開
催
し
ま
す
。
昭
和
初
期
の
各
種
産

業
の
工
場
や
、
貯
木
場
な
ど
の
写
真
が

多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り

変
わ
っ
た
長
浜
の
表
情
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

下
さ
い
。

一
期
間
一
八
月
七
円
j
十
七
日

X
加

入

す

る

年

金

制

度

が

/

一
変
わ
っ
た
り
「
種
別
変
一

/

更

届

」

が

必

要

で

す

¥

現
在
の
公
的
年
金
を
大
別
す
る
と
、

国
民
年
金
・
厚
生
年
会
ナ
共
済
組
合
と
、

こ
の
三
つ
に
な
り
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
(
厚
生
年
金
)
か
ら
脱
サ
ラ
し
て

自
営
業
(
国
民
年
金
)
に
な
っ
た
と
き

な
ど
、
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
他

の
も
の
に
変
わ
っ
た
ら
、
必
ず
届
出
を

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
は

奥
さ
ん
の
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。
夫
の
種

別
変
更
に
伴
っ
て
奥
さ
ん
の
届
出
も
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

新
@
増
改
築
家
屋
を
調
査
し
ま
す

役
場
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
詳
価

の
た
め
に
、
今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
実
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
実
地
調
査
と
同
時
に
減

失
家
毘
(
取
り
壊
し
た
家
屋
な
ど
)
の

調
査
も
行
い
ま
す
が
、
滅
失
の
登
記
を

し
て
い
る
も
の
を
除
い
て
申
告
が
な
か
っ

た
場
合
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
が
調
査

漏
れ
と
な
り
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は
お

早
め
に
ど
連
絡
下
さ
い
。

一
調
査
期
間
一
平
成
九
年
九
月
中
旬
か

ら
平
成
十
年
一
月
中
旬
ま
で

{
対
象
家
屋
一
平
成
九
年
一
刀
二
日
以

降
に
新
・
増
築
し
た
家
屋
及
び
取
り
壊

さ
れ
た
家
犀

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
固
定
資
産

係
(
器
五
二
一
一
一
一
・
同
二

O
四

こ
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

¥
「
建
設
省
建
設
一
監
督
官
ノ

/

長

浜

詰

所

」

開

設

¥

現
在
、
建
設
省
で
は
地
一
万
の
皆
棟
方

の
ご
協
力
に
よ
り
、
激
特
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
河
川
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
安
る
七
月
十
日
、
白
滝
地
区
に

建
設
監
督
官
詰
所
を
開
設
し
、
工
事
監

督
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た。
詰
所
で
は
、
工
事
に
関
す
る
地
元
の

皆
様
方
か
ら
の
お
問
い
合
せ
等
の
受
付

窓
口
業
務
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

一
場
所
}
長
浜
町
大
字
白
滝
甲
一
一
一
一
一

O

番
一
(
白
滝
レ
ス
ト
ラ
ン
横
)

{
連
絡
先
}
宮
五
回
ー

O
七
九

O

悩
み
を
一
人
で

抱
え
込
ま
h

は
い
で
f

被
害
者
相
談
専
用
一
電
話

サ
ポ
ー
ト
一
一

O
番
の
開
設

被
害
少
年
サ
ボ
j
タ
l
制
度

の
導
入

愛
媛
県
警
で
は
、
被
害
者
相
談
専
用

電
話
「
サ
ポ
ー
ト
一
一

O
番
」
の
開
設

と
、
被
害
少
年
サ
ボ
1
タ
1
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

強
盗
・
通
り
魔
・
ス
ト
l
ヵ
ー
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
た
方
は
、
警
察
署
や
交

番
を
訪
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
、
被

害
の
申
告
を
た
め
ら
い
が
ち
で
す
。
犯

罪
な
ど
の
被
害
の
届
出
や
相
談
が
し
ゃ 建設省建設監督官長浜詰所

す
い
よ
う
に
、
被
害
者
相
談
専
用
電
話

「
サ
ポ
ー
ト
一
一

O
番
」
を
設
置
し
、

一
一
十
四
時
間
体
制
で
県
民
の
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
少
年
サ
ボ
l
タ
I
制
度

は
、
大
川
警
察
署
管
内
に
2
名
の
サ
ボ
l

タ
ー
を
長
嘱
し
、
な
ん
ら
か
の
原
因
で

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
少
年
の
早

期
回
復
の
た
め
に
、
家
庭
訪
問
等
を
通

し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。被

害
者
相
談
専
用
電
話

T
E
L
O
八
九
l
九
四
三
l
八
七
四
O

戸

F
A
X
O
八
九
l
九
二
一
!
八
三
四
一

大
洲
一
者
少
年
相
談
専
用
電
話

γ
E
L

二=一

I
四
九
七
六

¥

平

成

九

年

度

企

直

展

/

一

「

伊

予

の

蘭

学

」

一

/
が
開
催
さ
れ
ま
す
¥

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、
近

世
の
伊
予
に
お
け
る
蘭
学
者
の
中
か
ら
、

医
学
や
軍
事
科
学
分
野
で
業
績
の
あ
っ

た
人
々
の
著
書
・
遺
品
を
収
集
し
、
近

代
科
学
の
基
礎
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た

足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

一
テ
ー
マ
}
伊
予
の
蘭
学
|
近
代
科
学

の
夜
明
け
|

一
展
示
資
料
}
解
体
新
書
、
恵
美
須
山

砲
台
絵
図
な
ど
約
百
八
土
日
…
(
各
種
コ
ー

ナ
ー
有
り
)

一
開
催
期
間
一
七
月
十
三
一
日
j
八
月
三

十
一
日
(
月
曜
日
は
休
館
、
入
室
は
午

後
四
時
半
ま
で
)

一
観
覧
料
}
有
料
で
す

{
お
問
い
合
せ
}
愛
媛
県
歴
史
文
化
博

物
館
(
岱

O
八
九
四
|
六
二
六
二
て

一
一
)
ま
で

臨
時
休
館
し
ま
す

1
愛
媛
県
総
合
科
豊
博
物
館
1

当
館
で
は
、
収
蔵
庫
の
煉
蒸
及
び
展

示
品
等
保
守
点
検
の
た
め
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
し
ま
す
。

{
臨
時
休
館
期
間
}
九
月
一
一
口
(
火
)

j
五
日
(
金
)

ト

平

智

子

み

朗

郎

郎

一

語

雪

崩

万

哩

河

太

三

一

部

落

真

恒

正

…

明

之

ヨ

沢

さ

江

波

山

一

引
事
藤
俵
林
市
、
水
池
域
一

「

下

命

一

一

、

上

革

る

術

版

て

一

一

だ

日

ト

云

語

新

J
山

一

・

!

-

z

y

?

j

L

:

一却し………
W
F

崎
一
に
町
描
計
一
一

E

・
B
1
…

J

ぺ

名

収

レ

女

均

j

J

任
ロ

自

K
H
H
M
m
併
ふ
コ
な
子
た
泣
い
ド
=

一
A一
約
書
明
ヨ
運
と
京
三

国

1
J
M
N
一
一
一
~
除
チ
強
母
不
男
達
一

出一…
y
0
0
0
0
0
0
0

一
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L
匡

T
Sタ
ψ
寺
シ
グ
一
代
一
d
F
3
M
J
王

生
活
改
善
一
き

さ
つ
ま
芋
カ
ツ
(
六
人
分

す蒸①~
るし大作~ ~材
。器きり揚ラ レ パ 漆 小 こ 塩 縦 牛直さ料
でい方げデ タ ン き 麦 し 六肉径っ一
蒸さ}袖イス粉卵粉よ cm ス六ま
しつ ツ う・ラ cm 芋
てまシ 横イ 以
一芋 ユ ごス上
cm は O の
位 半 cm 大
の王子 t立 き
輪に のい五
切切 も二も O
りり 適二六適適適少少の四の O
に、 量個枚量量:量々々)枚~ g 

一一一一紹介コーナー

や
か
グ
ル
ー
プ

②
①
を
ま
な
板
に
並
ペ
、
表
だ
け
塩
・

こ
し
よ
う
を
し
、
小
麦
粉
を
全
体
に
ま

ぶ
す
〉

③
牛
肉
ス
ラ
イ
ス
に
塩
・
こ
し
よ
う
を

し
、
②
の
さ
つ
ま
芋
を
包
み
、
小
麦
粉
・

溶
き
卵
・
パ
ン
粉
を
付
け
、
揚
げ
油
で

カ
リ
ッ
と
掲
げ
る
。

④
レ
タ
ス
の
ス
ラ
イ
ス
と
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

「ある怪奇?現象のお話J
ペンネーム※(ほし)長浜高校

の
ス
ラ
イ
ス
を
添
え
、
③
を
盛
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
好
み
で
、
ケ
チ
ャ
ッ

プ
・
ウ
ス
タ

l
ソ
1
ス
・
白
ワ
イ
ン

私
た
ち
は
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
通

し
て
長
浜
の
四
季
折
々
の
表
情
を
追
い

求
め
て
お
り
、
年
一
回
ふ
れ
あ
い
会
館

で
「
長
浜
の
四
季
」
写
真
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
ο

ま
た
、
講
師
を
招
い
て
の

研
修
会
や
モ
デ
ル
撮
影
会
な
ど
を
開
催

し
、
個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
感
性
を

さわやかグループの皆さん

。ていますJ

写真費好会

(写真)

長

(
梅
澗
で
も
よ
い
)
を

1
υ
-
H
1
で

合
わ
せ
、
か
け
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

磨
く
こ
し
乙
に
努
め
て
い
ま
す
。

写
真
を
撮
る
こ
と
に
よ
り
、
長
浜
の

埋
も
れ
た
宝
の
発
見
や
観
光
の

P
R
に

も
役
立
て
ば
と
思
っ
て
お
り
、
心
豊
か

で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
一
般
の
写
真
愛
好
者
の
方

に
も
呼
び
か
け
て
会
員
の
増
加
を
図
る

と
と
も
に
、
長
浜
の
人
・
物
・
心
の
表

情
を
撮
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
浜
の
自
然

の
良
さ
を
町
内
外
に

P
R
し
、
町
の
活

性
化
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
に
興
味
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

一
練
習
目
。
時
間
}
二
ヶ
月
に
一
回

(
午
後
七
時
か
ら
)

一
場
所
}
町
体
育
館

{
代
表
者
一
窪
憲
一
(
白
滝
)

一
連
絡
先
一
竹
内
田
数
(
長
浜
・
宮
五

二
1
0
一
四
五
)

一
会
員
一
窪
憲
一
、
東
秀
行
、
清
水
康

則
、
大
本
昭
俗
、
小
西
甫
明
、
東
義
博
、

渡
辺
和
子
、
池
田
政
治
、
豊
田
芳
弘
、

矢
野
晃
、
宮
下
喜
之
夫
、
小
西
善
幸
、

菊
地
英
夫
、
竹
内
真
也
、
竹
内
国
数

長浜写真愛好会の皆さん
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ルボ@文芸一一一一一

ご
み
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
@
研
究
を

1
第
一
回
廃
棄
物
処
理
対
策
協
議
会
1

六
月
十
七
日
、
町
体
育
館
大
ホ
l
ル

で
、
第
一
団
長
浜
町
廃
棄
物
処
理
対
策

協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
ご
み
に
関
す
る
住

民
合
意
を
形
成
し
廃
棄
物
処
理
行
政
に

寄
与
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

上
田
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
各
地
区
・

各
種
団
体
・
議
会
・
行
政
の
各
代
表
者

ら
二
十
一
人
に
協
議
会
委
員
の
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
。
話
し
合
い
で
は
、
協

議
会
規
定
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後

ご
み
に
関
す
る
視
察
を
し
、
ご
み
処
理

乳
し
ぼ
り
を
体
験

1
青
年
大
学
県
外
研
修

1

六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
の

有
料
化
の
経
過
・
分
別
収
集
の
方
法
・

住
民
へ
の
周
知
方
法
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

怖々と乳しぼりに挑戦する参加者

'.) 

」与={k:@

日
問
、
青
年
大
学
の
県
外
研
修
が
行
わ

れ
、
町
内
の
青
年
約
十
人
が
参
加
し
た
。

未
体
験
の
生
活
・
文
化
に
触
れ
、
経

験
を
通
し
て
見
識
を
深
め
よ
う
と
行
わ

れ
た
今
回
の
研
修
。
行
程
の
一
つ
と
な
っ

た
兵
庫
県
淡
路
島
の
牧
場
で
は
、
乳
牛

の
乳
し
ぼ
り
や
、
牛
乳
か
ら
の
パ
タ
1
、

チ
1
ズ
作
り
な
ど
に
挑
戦
。

ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
何
と

か
で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
前
に
、
参
加

者
は
満
足
気
な
表
情
だ
っ
た
。

第 1回廃棄物処理対策協議会

シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
を
願
っ
て

ー
海
開
き
祈
願
祭
1

七
月
一
日
、
沖
浦
の
長
浜
海
水
浴
場

で
、
恒
例
の
海
聞
き
安
全
祈
願
祭
が
開

催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
期
間
中
の
安
全
を
願
い
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
観
光
協
会
な
ど
の
関

係
者
ら
約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
神
事
は
滞
り

な
く
執
り
行
わ
れ
、
式
後
、
奉
納
さ
れ

た
玉
串
は
、
水
の
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
を

乗
せ
、
参
加
者
全
員
に
よ
っ
て
海
へ
と

流
さ
れ
た
。

i可
占 J11 
語 i蕎
貫主号
が vご
示、 ILJ、
ラ土曲
/'よ

ーィ し1

ァ?干

七
月
六
日
、
白
滝
一
区
か
ら
六
区
ま清掃作業に汗を流す参加者

で
の
住
民
ら
約
百
人
が
参
加
し
て
、
肱

川
河
川
敷
と
滝
川
の
清
掃
奉
仕
作
業
を

行
っ
た
。

こ
の
活
動
は
、
七
月
の
河
川
月
間
に

合
わ
せ
て
肱
川
の
環
境
美
化
と
景
観
保

全
を
目
的
に
白
滝
公
民
館
の
主
催
に
よ

り
行
わ
れ
た
も
の
。
参
加
者
は
、
早
朝

か
ら
鎌
や
草
刈
り
機
を
手
に
集
合
し
、

公
民
館
長
の
挨
拶
の
後
、
川
沿
い
の
草

刈
り
や
ご
み
・
空
き
缶
拾
い
な
ど
で
、

約
二
時
間
の
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。

塾

l画

室己智

子圃

学
童
の
歯
医
者
通
ひ
の
夏
休
み

宮

田

節

父
の
忌
や
高
さ
競
へ
る
雲
の
峰

津

田

高

安全を祈願して行われた神事

夏
草
を
病
の
癒
え
し
母
と
刈
る

桐

田

恵

美

子

縁
側
に
寝
こ
ろ
び
昼
寝
む
さ
ぼ
り
し

宮

田

猛

義

片
蔭
に
背
伸
ば
し
ゐ
る
子
猫
か
な

中

見

貞

子

短
冊
の
風
に
揺
れ
ゐ
る
夏
休
み

亀

岡

幸

子

泳
ぐ
子
の
さ
ざ
え
採
っ
た
と
喜
べ
り

中

伊

セ

ツ

這
っ
て
行
く
赤
子
の
速
き
夏
座
敷

中

島

千

代

子

不
登
校
の
子
に
追
ひ
越
さ
れ
蛍
狩

谷

本

一

善

山
峡
の
棚
田
緑
の
縞
模
様

津

田

操

む
つ
ま
じ
く
蕗
採
り
合
へ
る
老
夫
婦

津

田

恒

香

新
緑
や
香
り
漂
ふ
嫁
菜
飯

玉

川

隆

則

立
秋
や
太
陽
の
威
の
衰
へ
ず

高

左

木

芳

手
の
届
く
所
と
恩
ふ
虫
の
声

井

東

純

子

柏
餅
囲
み
家
族
の
な
ご
や
か
に

東

富

男

学
校
は
カ
ー
テ
ン
閉
め
て
夏
休
み

久

保

茂

子

子

H

喜
多
灘
小
学
校
H

子

か
た
つ
む
り
あ
じ
さ
い
は
な
で
あ
ま
や

ど

り

一

年

藤

岡

渉
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き
ら
き
ら
と
な
が
れ
る
ほ
し
の
へ
い
た

い

だ

一

年

貿

栄

悠

ト
マ
ト
さ
ん
か
わ
い
い
よ
う
ふ
く
す
て

き

だ

ね

二

年

松

野

友

美

か
え
る
さ
ん
ぱ
ち
ぱ
ち
自
を
あ
け
か
わ

い

い

な

二

年

後

藤

愛

香

は
る
か
ぜ
の
み
ん
な
さ
そ
っ
て
こ
ん
ば

ん

わ

三

年

松

下

沙

也

加

ブ
ラ
ン
コ
が
か
ぜ
に
ゆ
れ
で
も
つ
ご
き
だ

す

三

年

後

藤

修

太

た
ん
ぽ
ぽ
が
か
ぜ
に
は
こ
ぼ
れ
と
ん
で

い

る

四

年

後

藤

恭

平

に

つ

い

て

は

、

八

月

一

日

j
九
月
九
日

雨
の
日
に
か
え
る
出
て
き
て
大
は
し
ゃ

O
陸
看
護
学
生
(
女
子
)
、
防
衛
医
科

ぎ

四

年

後

藤

望

美

大

学

校

学

生

、

防

衛

大

学

校

学

生

(

以

大
き
な
木
せ
み
や
か
な
ぶ
ん
の
す
み
か
今
年
度
の
自
衛
官
等
探
用
試
験
(
高
上
男
女
)
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
六
日

か

な

五

年

東

敬

士

校

卒

業

程

度

)

の

受

付

酢

間

味

、

次

の

j
十
月
卜
四
日

O
二
等
陸
・
海
・
空
士

ク

ワ

ガ

タ

の

よ

う

虫

く

ん

か

お

見

え

た

と

お

り

で

す

。

(

女

子

の

み

。

男

子

は

年

間

通

じ

で

実

五

年

後

藤

裕

介

{

畳

付

期

間

一

O
一
般
陸
・
海
・
空
古
田
施
)
に
つ
い
て
は
、
八
月
一
日
j
九
月

太
陽
の
元
気
パ
ワ
ー
を
吸
収
だ
候
補
学
生
、
陸
・
海
・
空
曹
候
補
士
、
十
二
日

i
l
-
-
一
昨
;
{
戸
国
E

B

E

E

-
山
川

E
g
g
E

時
十
日
午
現
停
止
目
(
ル
句
作
世
間
沼
;
※
た
だ
し
、
高
校
卒
業
予
定
者
は
、
九

お
蹴
判
所
白
分
の
道
は
自
分
で
切
り
開
き
、
ま
っ
す
ぐ
な
太
い
芯
一
月
五
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

議
削
減
沼
市
を
持
つ
優
し
い
男
の
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
一
一
お
問
い
合
せ
一
自
衛
球
大
洲
募
集
事

一

樹

糠

僻

し

め

て

「

勘

太

」

と

名

付

け

ま

し

た

。

一

務

所

(
m
u

二
四
|
四
一
二
三
ま
た
は
、

抱

一

議

容

，

寸

元

気

で

明

額

九

一

ju班
点
配
沼
譲
れ
一
役
場
窓
口
(
宮
五
一
一
一
一
一
一
)
ま

一

議

や

る

く

活

発

に

も

J

麟
ケ

ηh酋

選

民

一

で

。

諒

殺

ち

育

っ

て

欲

し

欝

畿

電

庫

選

鶴

嬰

肌

拠

出

一

記

弘

司

、

、

〈

臨

臨

瞭

偏

園

周

瞳

鎖

国

語

蕊

¥

γ

j

j

i

j

翠

A
/

語
録
嬉
臨
議
録
議
V
4嘗

'
d

日
高
た
木
三
い
ま
園
h
J
J
U

一一一一一一務一

民
総
数
哨
品
切
す
輔
過
酷
酔
一
一
一
〆
一
例
区
騒
震
麟
監
臨
時
年
一

.od湾
カ
士
官
三
一
議
掴
題
懇
饗
義
凶
膨
‘
醒
醗
滋
掴
翻
観
関
:
8

国

一
襲
晴

¥~JJv一
謹
一
誠
一

一

時

当

事

潔

刊

日

Et--匡
E長
F
f
L
F
J
1
i
k
w
i
j
j
議
議
3.，

語

調

鶴

(

父

日

敏

彦

さ

ん

?

裕

美

さ

ん

)

一

一一一一一歳です。募集ほか

カ
エ
ル
く
ん
梅
雨
が
き
た
な
ら
コ
ン
サ
ー

ト

六

年

後

藤

良

太

職
入
国
整
一
日
備
官
募
集
麟

謬

1
人
事
院
@
法
務
省

1
鶴

一
受
付
期
間
一
八
月
十
八
日
(
月
)

j

九
月
一
日
(
月
)

{
受
験
資
格
一
昭
和
四
十
九
年
四
月
二

日
1
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
者

麟

自

衛

官

募

集

麟

璽

1
自
衛
隊
大
洲
一
募
集
事
務
所
5

鱒

一
採
用
予
定
数
}
約
五
十
人

{
試
験
問
@
試
験
種
目
一
一
次
試
験
:

九
月
二
十
八
日
(
日
)
「
教
養
・
作
文

試
験
」
二
次
試
験
:
・
九
月
二
十
九
日

(
月
)
「
人
物
試
験
・
身
体
検
査
他
」

{
お
問
い
合
せ
@
申
込
手
続
等
一
干
七

六
O
高
松
市
丸
の
内
一
番
一
号
高
松

法
務
合
同
庁
舎
内
・
・
法
務
省
高
松
入
国

管
理
局
(
宮

O
八
七
八
二
一
一
!
主
八

五
二
)
ま
で

食品衛生週間
( 8 月 4 日 ~10 日)

|をはが差 状腸風し効し薄健 長 か の や ま ト た 房あサ必長 tjj:j:::~ 緩綴護議鰍恥恥恥!ドr日占1う I
1 活七大を予は 障 邪 た い た 着 康 時 く 気 冬 す レ室冷病り翼叱襲襲:襲翼ち滋ぬぬぬぬぬぬぬJぷよへ江h与三、j三γ子土だ日日山}三γ土九三らに

l用度切で防実 宮 害 - の り た り の 障 間夏イ俣笑の o ス内穿とま二守 i 蛸 i一..I.iIぶ日泊烹単私日|
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lZ5fZ罪5警翼手写真富 25含主宍同 E票立て 2ま え わ い う て た 場!
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|ま湿温る の な痛す繰のや。てをつ々さりスし 状こ哩、お夏人体の l
iし機度こ漏 ど、くり司議題監園野F をと不女な風が調 効!
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|月一， l噛ぷ で過人な l土人が行くずのよアはすりけ風身、いはとはな|
ぺ而1F乱守 すぎもり生がりをりに入うイ温食やるに芝ひの床も室 ど!

i -1剛L~~環 。な少か理健ま 促つ、 j谷ドス野ベすベ直冷ざでにポ温あ|」出J五 ぃしね障康すすかぬはじ作物いき曇ゃ掛、引を ま l

二匡孟割削I 'L.、我な害を。こっるシまなをも女で~さけ厚い/ー
;警合叩} 配戸いな害 とてめヤド食禁性すたなをめとも五 体 )
ー-r-手持ヂ協同:JUI' りし冷どし も体のワ、ホベ物は。るい利の~ c 度を!

11臨時現I がて房深、 予をお 11ッ、で、 こ工用靴足す;以動!
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大
蔵
省
四
国
財
務
局
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
ホ
l
ム
ベ

1
ジ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

掲
載
内
容
は
、
同
局
が
公
表
し
て
い

る
経
済
・
金
融
関
係
の
各
種
情
報
や
、

固
有
地
売
買
の
手
続
、
業
務
内
容
紹
介

な
ど
で
、
皆
様
方
の
生
活
関
連
情
報
と

し
て
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成 9年 8月号広報ながはま

寄
付
採
納
ー
ー
ー

O
柴
の
小
西
利
勝
さ
ん
・
:
柴
の
土
地
一

二
二

・
三
六
2m
を
長
浜
町
へ

。

O
長
浜
保
育
所
卒
園
児
保
護
者
(
演
田

由
美
代
表
)
:
・
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
コ
ン
ペ
ツ

ク
を
長
浜
保
育
所
へ
。

O
沖
浦
保
育
所
母
の
会
(
矢
野
和
美
会

長
)
・
:
圏
外
保
育
用
腕
時
計
を
沖
浦
保

育
所
へ

。

O
白
滝
保
育
所
保
護
者
会
(
大
野
淳
子

会
長
)
:
・
書
棚
二
組
、
ブ
ッ
ク
ケ
l
ス

四
組
、
傘
立
て
ス
タ
ン
ド
を
白
滝
保
育

所
へ

。

O
大
和
保
育
所
保
護
者
会
(
二
宮
正
子

会
長
)
:
・
傘
立
て
四
十
本
用
一
台
を
大

和
保
育
所
へ

。

O
長
浜
の
久
保
充
清
さ
ん
:
・
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
を
櫛
生
小
学
校
へ

。

8月は「道路をまもる月間J
8月10日は「道の日Jです

隈りない入との出会い つなぐ道路C:JV 
結

婚

イ主

戸斤

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

名

松須柴豊
山
市沢

氏

茂

仁高岡尾

木屋 花 上

祥信和富

じっとしていても、汗i1{出る 。 こ

の暑さは 7月初旬から始まったが、

8月は夏休みの最中だから、海は

海水浴を楽しむ 人 々 で 賑 わ う だ ろ

っ。
ところがつい最近、青島近くの

海でサメが泳いでいたと報じられ

たので、スクラ ップ帳を繰ってみ

ると、平成 4年 9月 9日の愛媛新

聞に「サメが船に(長浜沖)飛び

込んできた」という見出しで、

i9日未明、青島の東沖約500メー

トルの伊予灘で、一本釣り漁をし

ていた漁業宮井 直 さ ん (61) の漁

船(約 2 トン長さ 8メートル)に

3メートルのサメが飛び込んでき

た(略)県中予水産試験場(伊予

市)に持ち帰り調べたところ、種

類はドタブカと判明。(以下省略)J

と出ていた。 また、 7月 9日の 新

聞には「看板で 『サメ注意』 長浜

の観光協会、海水浴場などに設置」

と、絵入りで警告が出ていた。

昭和59年 6月24日には、長浜港

埠 頭に10メート ル 近 い ウ パ ザ メ が

揚げられた。 こ れは一番大きい種

類 だが、おとなしくて人を襲わな

い。人喰い鮫には、ホオジロザメ

など10種類ほどいて、その恐ろし

さは映画「ジョ ーズ」を観た 人 に

はよく分かっていると思う 。

水泳シーズン中 、 海 で は み ん な

でよく注意し合おう。海で血を流

すと、サメが嘆ぎつけて寄ってく

るそうだ。 また、派手な色合いの

水着も危ないらしい。 (i自然大博

物館・小学館刊 」 に 依 る )

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

白

滝
下
須
戒

長

浜

山渡谷
本漫

悠す里り祐す
介耳奈な輝魯

お
〈
や
み

6
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

亮

亡

時

年

齢

子久 恵夫

戒 沖長沖豊柴

岡明菊大

シ
ズ
カ
(
八
五
)

谷

子

(

九
O
)

美
智
子
(
六
三
)

耕

平

(

七
O
)

ユ
キ
コ
(
六
六
)

吉
秋
(
九
六
)

川浦浜浦茂

二中

宮 村田智地野

裕賢
悟 文 二

数

人口をふやしましょう

6月末現在 前月との比較

10，448人 8人増 | 

人 口 (男 4，936人) (男 2人増)

女 5，510人 女 6人増

世帯数 3，696世帯 増 減 な し

帯世口人


